
[262] 

氏名(本籍) 荒井崇史(栃木県)

学位の種類 1専 士(心理学)

学位記番号 博 甲 第 5783 号

学位授与年月日 平成 23年3月25日

学位授与の要件 学位規則第4条第 1項該当

審査研究科 人間総合科学研究科

学位論文題目 犯罪情報への接触が犯罪不安に及ぼす影響

王 査 筑波大学教授 博士(心理学) 吉田富二雄

高IJ 査 筑波大学教授 文学博士 松井 玉盛翌主主一

高日 査 筑波大学准教授 博士(心理学) 湯川進太郎

高リ 査 筑波大学准教授 博士(人間科学)青木佐奈校

論文の内容の要旨

近年における治安や犯罪被害への不安の高まりの背景として、本研究では、マス・メディアを中心とした

犯罪情報が犯罪不安に及ぼす影響を検討した。特に、従来の倍人的水準の犯罪不安に加えて社会的水犯罪不

安を取り上げ、「視聴内容に対する受け止め方Jを媒介要因として想定し、犯罪情報への接触が犯罪不安お

よび防犯行動に及ぼす影響を分析した。

本論文は、理論的検討、実証的検討、総括の三部から構成される。概略は、以下の通りである。

第 1部理論的検討

第i章では、犯罪不安の定義と測定方法をまとめた。第2章では、マス・メディアを中心に先行研究を概

観し、犯罪情報が犯罪不安に及ぼす影響を検討した。第 3章では、犯罪不安が個人と社会の両面に及ぼす影

響を示した。最後に、第4章では、先行研究の問題点を整理し、その解決のため、社会的水準の測定方法を

確立すること、媒介要因として「視聴内容に対する受け止め方jを想定し、犯罪情報への装触が犯罪不安に

及ぼす影響を解明すること、そして防犯対策を含めた検討を行うことという、本研究の自的を示した。

第2部実証的検討

第5章では、個人的水準と社会的水準を区別し、犯罪不安の概念構造を検討した。そして、認知的反応は

3側面、感情的反応は 2側面から構成されることを示した。第6章では、この概念構造に基づいて測定方法

を作成し、認知的反応として、偲人的水準の「犯罪被害リスク認知j、雨水準の「楽観的認知j、社会的水準

の「社会の治安悪化認知j、感情的反応として、個人的水準の「個人的不安j、社会的水準の「社会的不安j

を抽出した。また、従来の測定方法との関連を分析した結果、個人的水準の犯罪不安が、従来の測度に対し

て高い説明力を有していることが示された。

第7章では、犯罪不安と防犯対策、社会的価値判断、楽観性、そして一般的信頼との関連を分析した。そ

の結果、第一に、個人的水準の犯罪不安が防犯対策を、社会的水準の犯罪不安が厳罰化や社会的監視に対す

る肯定的態度を促す点、第二に、女性は男性と比べ全般的に犯罪不安が高く、相対的に楽観性や一般的信頼

の影響を受けにくい点を明らかにした。

第8章では、犯罪情報と犯罪不安との関連を検討し、マス・メディアは社会の治安悪化認知や社会的不安
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と、被害経験は犯罪被害リスク認知や偲人的不安とのみ関連することを示した。

第9章では、幼児を持つ母親を対象に、犯罪情報への接触と犯罪不安との関連を分析した。その結果、マ

ス・メディアへの接触は、視聴内容からインパクトを受ける過程を介してのみ、全般的に犯罪不安を高める

ことが示された。また、被害伝閉経験は、視聴内容から受けるインパクトを強めると同時に、重接的に被害

の楽観視を減少させていた。さらに、社会の治安悪化意識や治安への不安が、地域連携的対策を導くことを

明らかにした。

第 10章では、一人暮らしの女性を対象に検討を行い、マス・メディアへの接触は、視聴内容からインパ

クトを受ける過程を介してのみ、全般的に犯罪不安を高めることを示した。また、被害経験や被害伝関経験

は、視聴内容から受けるインパクトを強めるだけでなく、直接的に犯罪被害ワスク認知や個人的不安を強め

ること、そして、一人暮らし女性の場合、個人的不安が身近な対人関係での防犯対策を促すことを明らかに

した。

第3部総括

第 11章では、実証的検討を総括し、犯罪不安の構造と測定方法、犯罪情報への接触が犯罪不安に及ぼす

影響、防犯対策へ至るプロセスについて議論した。そして、犯罪情報への長期的・反復的な接触は、視聴内

容にインパクトを受ける過程を経ることで、社会的水準と個人的水準とを関わず、犯罪不安を全般的に増大

させるという結論を提示した。最後に、今後の展望を示した。

審査の結果の要旨

本研究では、第 lに、個人と社会の 2つの水準から犯罪不安の構造を明確化したこと、第2に、情報接触

と犯罪不安の関係について、視聴内容のインパクトという媒介過程を想定し、「マス・メディアへの接触は、

視聴内容から受けるインパクトを介してのみ、個人的水準と社会的水準の犯罪不安を全般的に高めるJこと

を明らかにした点、第3に、'情報接触から犯罪不安、そして防犯行動という一連の流れをモデル化した点、

これらの点は犯罪不安研究における新たな知見として高く評価することができる。また、大学生、幼児を持

つ母親、一人暮らしの 20代女性(社会人)と多様な対象について犯罪不安の現実を調査した点も評価され

よう。今後、犯罪不安尺度の洗練と測定方法の一層の工夫、犯罪不安が個人や社会に及ぼす影響の更なる検

討が望まれるが、現今の研究水準からみて、本研究は犯罪不安研究として十分意義あるものといえよう。

よって、著者は博士(心理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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